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市内全域で発生する事故・けがによる外傷事例

様々な団体が連携・協働して

  安全対策を実施

け
が
は
予
防
で
き
る

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
「
す
べ
て
の
人
々
が
可
能
な

最
高
の
健
康
水
準
に
到
達
す
る
こ
と
」
を

目
的
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
健
康
を
阻
害
す

る
大
き
な
も
の
は
「
病
気
」
と
「
け
が
」

で
す
。「
病
気
」
は
保
健
行
政
や
医
療
に
よ

り
対
策
の
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

一
方
の
「
け
が
」
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

事
故
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
も
何

と
な
く
危
険
を
感
じ
る
ま
ま
に
し
て
い
た

り
、
家
庭
内
の
転
倒
な
ど
は
実
態
が
見
え

に
く
い
状
況
に
あ
っ
た
り
、
市
民
一
人
一

人
が
十
分
に
対
策
を
講
じ
る
ま
で
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
「
け
が
や
事
故
な

ど
は
偶
然
の
結
果
で
は
な
く
、
的
確
な
分

析
と
対
策
で
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
、
行
政
や
地
域

の
皆
さ
ん
と
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
る
安

全
対
策
が
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
取
り

組
み
で
す
。

　

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
特
別
な
活

動
を
新
た
に
始
め
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ

ま
で
の
地
域
活
動
や
行
政
機
関
の
取
り
組

み
を
生
か
し
な
が
ら
効
果
的
な
「
予
防
」

を
目
指
し
て
、
工
夫
を
加
え
た
り
、
連
携

を
強
め
て
い
く
活
動
で
す
。

デ
ー
タ
を
集
め
分
析
す
る

　

統
計
で
は
、
１
日
当
た
り
５
人
の
市
民

が
事
故
や
け
が
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
症
状

が
重
い
と
治
り
に
く
く
、寝
た
き
り
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
市
内
で
発

生
し
た
け
が
や
事
故
の
情
報
は
、
組
織
の

違
い
や
、
情
報
管
理
な
ど
の
事
情
に
よ
っ

て
、
各
機
関
ご
と
の
保
有
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
認

証
を
受
け
た
市
は
、
取
り
組
み
に
賛
同
す

る
県
を
は
じ
め
、
多
く
の
団
体
や
組
織
と

の
連
携
と
協
働
に
よ
り
、外
傷
な
ど
の
デ
ー

タ
収
集
の
仕
組
み
を
構
築
。
デ
ー
タ
が
な

い
分
野
が
あ
る
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る

な
ど
し
て
実
態
に
迫
り
ま
す
。

　

収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、
医
療
な
ど
の

専
門
家
で
組
織
す
る
外
傷
サ
ー
ベ
イ
ラ

ン
ス
懇
談
会
と
、
対
策
を
実
施
し
て
い

く
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
組
織
が
多

岐
に
わ
た
り
分
析
し
、
暮
ら
し
に
潜
む
危

険
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
果
は
、
地
域
集
会

な
ど
で
説
明
す
る
な
ど
、
市
民
と
の
共
有

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
し
、
対
策
に

生
か
す
行
動
が
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
基
盤
で
す
。予
防
対
策
は
、

収
集
し
た
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ
る
正
し

い
認
識
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

安
全
・
安
心
な

安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

安全・安心の向上へ！

課題の共有

転倒・転落 6人

自殺 16人

不慮の窒息
　10人溺死・溺水 ３人

交通事故 4人

煙・火炎 2人

その他
14人

病気以外の死因
（55人）

平成24年十和田市の
人口動態統計からみる死因（801人）

　平成24年中の死者801人のうち55人が
病気以外の死因でした。
　セーフコミュニティは主にこの分野の
安全対策に取り組むものです。

脳血管疾患 90人 肺炎
104人

心疾患 130人

悪性新生
物 210人

その他 
113人

老衰 59人

腎不全 18人
呼吸器 22人

セーフコミュニティ推進組
織の構成員である各団体か
らのメンバーが課題を持ち
帰ります

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ    

再
認
証
に
向
け
て

再
認
証
に
向
け
て  

55人

　

十
和
田
市
は
、
平
成
21
年
度
に
日
本
国
内
で
は
２
番
目
に
、
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
働
セ
ン
タ
ー
が
提
唱
す
る
セ
ー
フ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
国
際
認
証
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
５
年
。
今
年
度
、
認
証

の
更
新
時
期
を
迎
え
、
再
認
証
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

８つの領域
別対策部会検討委員会

重症度 乳幼児 就学児 青壮年 高齢者

死亡
男性の自殺者が多い

窒息による男性
の死亡が多い

重症・中等症
（入院）

自宅内での転倒
が多い
３割が骨折し、
入院している軽傷

自宅内で
のけがが
多い

スポーツ
中のけが
が多い

自動車に
よるけが
が多い

不安
住宅用火災警報器の設置率が低い
暴力・虐待に関連する相談がある

単身世帯の増加

データ収集

分析

セーフコミュニティ推進組織

（分析の一例） データによる外傷の特徴

厚生労働省「人口動態統計」をもとに、まちづくり支援課まとめ

様々な団体が連携・協働して

安全対策を実施
事業者
保健所

学校

市役所

市民
ボランティアＰＴＡ

警察

消防

医療機関 地域団体

推進懇談会

重症度と年代層に当
てはめると、男性の
自殺者と高齢者の窒
息が多いことが大き
な課題であることが
分かります。

各機関で持っている統計やアンケート

外傷サーベイ
ランス懇談会

地域防犯パトロールによる
通学見守り活動


